
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
な

ど
の
非
正
規
雇
用
は
、
い

ま
や
労
働
者
全
体
の
３
人

に
１
人
、
青
年
や
女
性
の

２
人
に
１
人
に
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
本
来
雇
用
は

直
接
雇
用
が
原
則
で
あ
り
、

派
遣
労
働
は
原
則
違
法
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
非
正

規
雇
用
を
増
大
さ
せ
て
き

た
財
界
の
雇
用
戦
略
が
あ

り
、
労
働
者
派
遣
法
の
規

制
緩
和
が
進
み
、
１
９
９

９
年
原
則
自
由
化
の
改
悪

に
自
民
、
公
明
、
民
主
が

賛
成
、
03
年
に
は
製
造
業

に
も
解
禁
。
派
遣
労
働
者

は
８
年
間
で
３
倍
の
３
２

１
万
人
に
な
り
、
半
数
は

年
収
２
０
０
万
円
以
下
。

し
か
も
、
派
遣
労
働
者
の

賃
金
は
こ
の
１
年
間
だ
け

で
も
約
８
％
～
11
％
低
下

し
て
い
る
一
方
で
、
派
遣

会
社
の
売
上
高
は
対
前
年

度
比
で
41
％
増
。
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
解
消
の
た
め
の

対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

し
か
し
品
川
区
は
自
ら

率
先
し
て
非
正
規
労
働
を

拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
区

長
は
施
政
方
針
で
08
年
度

も
学
校
給
食
調
理
業
務
代

行
の
拡
大
等
で
職
員
定
数

を
35
名
削
減
と
述
べ
「
10

年
間
の
削
減
は
９
２
１
人
」

と
胸
を
張
っ
て
い
ま
す
が

誇
れ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。
「
効
果
的
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
」
の
名

の
も
と
労
働
者
の
権
利
、

生
活
、
未
来
が
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

07
年
４
月
１
日
現
在
、

品
川
区
職
員
の
う
ち
、

「
非
常
勤
職
員
」
８
２
５

人
。
「
人
材
派
遣
職
員
」

94
人
。
「
臨
時
職
員
」
41

人
。
「
常
勤
職
員
」
２
６

７
１
人
に
対
し
、
非
正
規

雇
用
者
は
あ
わ
せ
て
９
６

０
名
に
な
り
、
4
人
に
1

人
は
非
正
規
で
す
。
さ
ら

に
、
給
食
調
理
な
ど
は
派

遣
会
社
に
丸
ご
と
委
託
の

事
業
も
多
く
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
膨
大
な
数
の
非
正

規
労
働
者
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
ま
す
。

臨
時
職
員
の
最
低
時
給

は
８
５
０
円
。
都
平
均
９

４
３
円
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。
20
日
勤
務
で

月
13
万
６
千
円
ま
さ
に
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
で
す
。

こ
こ
で
派
遣
の
問
題
点
を

2
点
指
摘
し
ま
す
。

1
点
目
は
派
遣
労
働
の

原
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い

点
で
す
。

保
育
園
の
オ
ア
シ
ス
、
延

長
夜
間
保
育
は
、
常
に
存

在
す
る
仕
事
で
あ
り
「
臨

時
的
、
一
時
的
な
場
合
に

限
る
」
こ
と
が
原
則
の
派

遣
労
働
の
対
象
に
は
当
た

り
ま
せ
ん
。
派
遣
期
限
は

最
長
で
3
年
と
定
め
ら
れ
、

期
間
を
超
え
た
労
働
者
に

は
派
遣
先
が
直
接
雇
用
の

申
し
出
を
行
う
義
務
が
課

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

区
は
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、

契
約
期
間
を
1
年
間
に
限
っ

て
の
更
新
を
繰
り
返
し
た

り
、
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
の

実
施
保
育
園
を
3
年
ご
と

に
変
更
す
る
な
ど
し
て
き

ま
し
た
。

2
月
8
日
、
衆
議
院
予
算

笑顔あふれるまちづくり
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日本共産党品川区議会議員

ご相談はこちらへ いいぬま雅子事務所 荏原１－１５－１０ ℡３７８７－５４２５
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メール待っています。iinuma@jcp-shinagawa.com

２
月
22
日
の
一
般
質
問
第
２
弾
は
、
雇
用
の
問
題
で
す
。
人
を
モ
ノ

の
よ
う
に
使
う
派
遣
労
働
が
い
ま
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
行
政

が
自
ら
派
遣
労
働
を
活
用
し
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
し
て
い
る
実

態
を
告
発
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

質
問
２
…

「
全
て
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
解
消
の
た
め
に

品
川
区
自
ら
が
改
善
を
」

区議会報告は政務調査費で作成しています。ご意見ください。

本会議傍聴ありがとうございました



委
員
会
で
、
日
本
共
産
党

志
位
和
夫
委
員
長
が
雇
用

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
で
行

わ
れ
て
い
る
、
人
を
モ
ノ

の
よ
う
に
使
い
捨
て
に
す

る
派
遣
労
働
の
深
刻
な
実

態
を
告
発
。
「
現
行
の
派

遣
法
を
労
働
者
保
護
法
へ

と
抜
本
改
正
す
べ
き
」
と

提
案
。
質
疑
の
中
で
注
目

す
べ
き
は
、
福
田
首
相
の

答
弁
で
す
「
労
働
者
派
遣

は
、
臨
時
的
一
時
的
な
も

の
に
限
る
。
常
用
雇
用
の

代
替
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
認
識
を
示
し
ま
し

た
。
政
府
見
解
に
照
ら
し

て
も
オ
ア
シ
ス
、
夜
間
保

育
な
ど
常
態
化
し
た
事
業

へ
の
派
遣
は
「
脱
法
」
行

為
で
あ
り
、
正
規
雇
用
に

変
え
る
べ
き
で
す
。

2
点
目
は
「
ピ
ン
は
ね
」

の
問
題
で
す
。

17
時
か
ら
22
時
ま
で
の
夜

間
保
育
園
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
保
育
士
Ａ
さ
ん
の
時

給
は
１
８
０
０
円
で
す
。

1
日
5
時
間
20
日
働
い
て

月
18
万
円
。
手
元
に
残
る

の
は
14
万
円
程
度
で
し
ょ

う
か
。
部
屋
代
を
払
う
と

食
べ
て
い
け
な
い
の
で
週

3
日
事
務
の
仕
事
と
の
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
で
生
計
を
立

て
て
い
ま
す
。
区
が
Ａ
さ

ん
の
派
遣
先
に
支
払
う
契

約
単
価
は
、
1
時
間
２
６

０
０
円
で
す
。
時
給
単
価

の
3
割
８
０
０
円
1
日
４

０
０
０
円
月
8
万
円
が
、

派
遣
会
社
の
マ
ー
ジ
ン
と

な
り
ま
す
。
直
接
雇
用
に

な
り
、
こ
の
8
万
円
が
Ａ

さ
ん
に
渡
れ
ば
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
は
避
け
ら
れ
ま
す
。
税

金
は
労
働
者
の
生
活
を
守

る
た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

な
ぜ
な
ら
行
政
に
は
、
公

共
性
が
問
わ
れ
、
労
働
者

保
護
、
雇
用
の
安
定
の
視

点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問

１
．
臨
時
的
・
一
時
的
で

な
く
常
態
化
し
て
い
る
業

務
た
と
え
ば
オ
ア
シ
ス
ル
ー

ム
、
延
長
夜
間
保
育
は
、

派
遣
で
な
く
、
正
規
職
員

の
増
員
で
対
応
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
か
。

２
．
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
」
と
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
労
働
者
の
労
働
環

境
の
質
は
切
り
離
せ
な
い

も
の
で
す
。
区
は
、
少
な

く
と
も
派
遣
先
労
働
者
の

賃
金
水
準
を
調
査
し
把
握

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

上
で
、
地
域
の
賃
金
水
準

を
引
き
上
げ
る
た
め
、
区

が
直
接
雇
用
す
る
臨
時
職

員
は
も
ち
ろ
ん
、
委
託
先

派
遣
社
員
を
含
め
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
公
務
労
働

者
全
て
に
最
低
で
も
時
給

千
円
を
保
障
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
か
。

３
．
派
遣
会
社
の
マ
ー
ジ

ン
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ン
ハ

ネ
」
を
把
握
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
区
の
税
金

が
派
遣
会
社
の
利
益
拡
大

の
た
め
に
使
わ
れ
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
産
む
根
源

に
な
っ
て
い
ま
す
。
規
制

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
見

解
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

法律相談 ４月１８日(金）午後6時～8時 いいぬま雅子事務所にて 弁護士が対応します。事前に予約をお願いします。 主催 共産党品川地区委員会

（
部
長
答
弁
）

私
か
ら
は
、
自
治
体
に

お
け
る
人
材
活
用
に
関
す

る
ご
質
問
に
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
子
ど
も

を
持
つ
家
庭
が
今
、
必
要

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
支
援
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
基
本
保
育
の
ほ

か
、
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
や

延
長
夜
間
保
育
等
の
特
別

保
育
、
地
域
の
子
育
て
支

援
事
業
等
、
常
勤
の
保
育

士
を
核
と
し
て
、
地
域
の

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
区

民
の
方
々
の
協
力
を
得
る

な
ど
、
非
常
勤
職
員
や
派

遣
職
員
を
含
め
、
多
様
な

雇
用
形
態
を
活
用
し
て
、

効
果
的
に
運
営
を
し
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
人
材
派
遣
の
委

託
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
度
当
初
に
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
時
間
単
価
を
参

加
企
業
が
入
札
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
公
平

性
、
競
争
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
人
材
派
遣
社
員

の
賃
金
水
準
を
調
査
す
る

考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
臨
時
職
員
や
非
常

勤
職
員
の
賃
金
に
つ
き
ま

し
て
も
、
そ
の
職
の
内
容

や
勤
務
時
間
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
時
間
単
価
を

決
め
て
ご
ざ
い
ま
す
。
保

育
園
の
非
常
勤
職
員
を
例

に
と
り
ま
す
と
、
無
資
格

の
非
常
勤
１
２
０
０
円
に

対
し
、
資
格
あ
る
正
規
職

員
の
初
任
給
の
時
間
単
価

は
１
０
２
７
円
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
非
常
勤
職
員
が

正
規
職
員
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
賃
金
の
引
き
上
げ
は

予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

３
点
目
の
人
材
派
遣
会
社

の
派
遣
コ
ス
ト
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
社
員

を
雇
用
し
派
遣
す
る
上
で
、

雇
用
主
で
あ
る
会
社
に
一

定
の
費
用
が
か
か
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
区

が
契
約
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
競
争
入
札
と
い

う
公
正
な
手
続
を
経
て
い

ま
す
の
で
、
改
め
て
把
握

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

な
お
、
人
材
派
遣
の
規
制

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
て
、
雇
用
形
態
の
多

様
化
に
関
す
る
法
制
度
の

整
備
、
改
正
が
国
に
お
い

て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
区
は
人
材
派
遣
を

規
制
す
る
立
場
に
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

「私たちの生活を守る政治」を考えるつどいをします。お話…区議会議員鈴木ひろ子・いいぬま雅子 4月12日（土）午後2時～4時 荏原第一区民集会所にて

部長がくりかえす、「人

材活用」の言葉から何が生
まれるのでしょうか。行財

政改革の名のもと、人を育

てることをやめ、人間を時
間で使い切る働かせ方に、

未来はありません。

派遣労働は、原則違法だっ

たのです。財界の求めるま

まに規制緩和を繰り返し労
働者の権利を奪ってきまし

た。人間らしい働き方を求

め、派遣法を労働者保護法
に変えていきましょう。

雅子


